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１                              問題のページへ 

(1) 条件より, ),(AB ats -= , r=AB なので,  
222 )( rats =-+ ………① 

また, ),(B ts は双曲線 1
2

2
2 =-

b
yx 上にあり,  

1
2

2
2 =-
b
ts ………② 

さらに, Bにおける接線の方程式は,  

1
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すると, 接線の法線ベクトルnは, ),( 2 tsbn -= となり, n // ABより,  

0)(2 =+- tsatsb , 22 )1( abtb =+ ………③ 

③より, 
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( )2
2

2

2
2

1
11

+
+=

b
ab

b
s

22

224

)1(
1)2(

+
+++=

b
bab

, 
1

1)2(
2

224

+
+++

=
b

bab
s  

さらに, ①に代入すると,  
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r＞0より, 
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(2) △ABCが正三角形となる条件は, sr 2= から 22 4sr = となり,  
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変形すると, { } { }2222222 )1(4)1()1( babbab ++=+++ から,  

03)1(3 22222 =-++ abab , 2222 )1(3)13( +-=- bab ………⑤ 

⑤を満たす 02＞a が存在する bの条件は, b＞0から,  

013 2 ＜-b , 
3

10 ＜＜b  

このとき, ⑤を満たす aが存在し, ④から rも存在する。 

 

［解 説］ 

双曲線と円の位置関係に関する問題ですが, 計算量が半端ではありません。もっと

も, これは 2次曲線の問題の特徴でしょうが。 
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２                              問題のページへ 

(1) ò- -=
x

dttx
1

21)(f ……①より, 21)( xx -=¢f  

また, )sin()cos()( qqq ffg -= ……②より,  

qqqqq cos)sin(sin)cos()( ffg ¢-¢-=¢  

 qqqq cossin1sincos1 22 ----= qqqq coscossinsin --=  

(2) ①より, 0)1( =-f , 
4

)0( p=f , 
2

)1( p=f となり, ②から,  

4
)0()1()0( p=-= ffg , ( )

4
)1()0(

2
pp -=-= ffg  

4
)0()1()( pp -=--= ffg , ( )

4
)1()0(

2
3 pp =--= ffg  

(i)  
2

0 pq≦≦ のとき 

)(qg¢ qq 22 cossin --= 1-= , 1)( C+-= qqg  

ここで, 
4

)0( p=g から
41
p=C となり, 

4
)( pqq +-=g  

(ii) pqp ≦≦
2

のとき 

)(qg¢ qq 22 cossin +-= q2cos= , 22sin
2
1)( C+= qqg  

ここで, ( )
42
pp -=g から

42
p-=C となり, 

4
2sin

2
1)( pqq -=g  

(iii) 
2

3pqp ≦≦ のとき 

)(qg¢ qq 22 cossin += 1= , 3)( C+= qqg  

ここで, 
4

)( pp -=g から
4

5
3

p-=C となり, 
4

5)( pqq -=g  

(iv) pqp 2
2

3 ≦≦ のとき 

)(qg¢ qq 22 cossin -= q2cos-= , 42sin
2
1)( C+-= qqg  

ここで, ( )
42

3 pp =g から
44
p=C となり, 

4
2sin

2
1)( pqq +-=g  

(3) (2)より, (i)～(iv)の場合をまとめる
と, )(qg=y のグラフは右図のよう

になる。 

 

 

 

［解 説］ 
合成関数の微分についての興味深い問題です。なお, (2)の )0(f , )1(f の値は, 四

分円, 半円の面積をもとに導いています。
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３                              問題のページへ 
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2
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これより, 帰納的に, n を 3 で割ったとき, 割り切れれば ÷
ø

ö
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è

æ=
10
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そこで, kを 0以上の整数とすると, ①より,  
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(iii) 33 += kn のとき 
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さて, ②より, 01 =c なので, n≧2において,  
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ここで, (i)～(iii)より, 数列{ }nnba は,  
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(i)  13 += kn のとき 
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［解 説］ 

(1)と(2)は基本的ですが, (3)では, n を 3 で割った余りで場合分けをするために, 難

易度はかなり上昇します。具体的に考えながら, 計算を進めた方がよいでしょう。 
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4a                              問題のページへ 

(1) さいころを 2 回投げるとき, 出る目と出る

目の積の一の位の対応をまとめると, 右表の

ようになる。これより , 
6
1

36
6)0(2 ==p , 

36
1)1(2 =p , 

6
1

36
6)2(2 ==p である。 

(2) さいころを 1+n 回投げるとき, 出る目の積

の一の位が 1となるのは, 次の場合である。 

(i)  n回までの積の一の位が 1で, 1+n 回目

が 1のとき 

(ii) n回までの積の一の位が 7で, 1+n 回目が 3のとき 

(i)(ii)より, )7(
6
1)1(

6
1)1(1 nnn ppp +=+ ………① 

(3) 1+n 回投げるとき, 出る目の積の一の位が 3 となるのは, n 回までの積の一の位

が 1で 1+n 回目が 3, n回までの積の一の位が 3で 1+n 回目が 1のときであり,  

)3(
6
1)1(

6
1)3(1 nnn ppp +=+ ………② 

1+n 回投げるとき, 出る目の積の一の位が 7 となるのは, n 回までの積の一の位

が 7で 1+n 回目が 1, n回までの積の一の位が 9で 1+n 回目が 3のときであり,  

)9(
6
1)7(

6
1)7(1 nnn ppp +=+ ………③ 

1+n 回投げるとき, 出る目の積の一の位が 9 となるのは, n 回までの積の一の位

が 3で 1+n 回目が 3, n回までの積の一の位が 9で 1+n 回目が 1のときであり,  

)9(
6
1)3(

6
1)9(1 nnn ppp +=+ ………④ 

①＋②＋③＋④より,  

)9()7()3()1( 1111 ++++ +++ nnnn pppp { })9()7()3()1(
3
1

nnnn pppp +++=  

ここで, 
6
1)3()1( 11 == pp , 0)9()7( 11 == pp より,  
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3
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(4) n回投げるとき, 出る目がすべて奇数となる確率は ( )n
2
1 より, (3)から,  

)5(np ( )n
2
1= { })9()7()3()1( nnnn pppp +++- ( ) ( )nn

3
1

2
1 -=  

 

［解 説］ 

(3)は(2)と同様に考えた解法です。また, (3)までは文理共通です。

1回 

2回 
1 2 3 4 5 6 

1 1 2 3 4 5 6 

2 2 4 6 8 0 2 

3 3 6 9 2 5 8 

4 4 8 2 6 0 4 

5 5 0 5 0 5 0 

6 6 2 8 4 0 6 
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4b                              問題のページへ 

(1) 
4
112 =+

yx
より, 084 =-- yxxy となり,  

32)4)(8( =-- yx  

ここで, x, yは整数であり, 88 -- ＞x , 44 -- ＞y から, 32の約数をとり,  

)32,1()4,8( =-- yx , )16,2( , )8,4( , )4,8( , )2,16( , )1,32(  

)36,9(),( =yx , )20,10( , )12,12( , )8,16( , )6,24( , )5,40(  

(2) 
pyx
112 =+ より, 02 =-- pypxxy となり,  

22))(2( ppypx =--  

ここで, ppx 22 -- ＞ , ppy -- ＞ であり, pが 3以上の素数から,  

)2,1(),2( 2ppypx =-- , ),2( 2p , )2,( pp , ),2( pp ,  

      )2,( 2p , )1,2( 2p  

さて, )(3)2(2732 pypxpyxA -+-=-+= とおくと, Aの値は順に,  
262 pA += , 234 p+ , 8p, 7p, 62 2 +p , 34 2 +p  

ここで, p≧3を用いると,  

)62( 2p+ 032)34( 22 ＞pp +-=+- , 262 p+ ＞ 234 p+  

078 ＞ppp =- , 8p＞7p 

)62( 2 +p 032)34( 22 ＜+-=+- pp , 34 2 +p ＞ 62 2 +p  

さらに, )34( 2p+ 02)62( 22 ＞-=+- pp , 234 p+ ＞ 62 2 +p ………① 

0)2)(32(7)62( 2 ＞--=-+ pppp , 62 2 +p ＞7p………② 

①②より, Aの最小値は 7pであり, このとき, ),2(),2( pppypx =-- となる。 

すると, pAyx 732 +=+ から, yx 32 + を最小にする ),( yx は,  

),2(),2( pppypx =-- , )2,4(),( ppyx =  

 

［解 説］ 

有名な型の不定方程式です。なお, (2)の大小関係については, 初めはグラフという

ことも考えましたが, 煩雑になりそうなので止めました。そこで, まず似た式どうし

の大小を比べ, この予選を通過した式の大小を比べるという方法を採っています。 

 


